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2024年10月11日 

各  位 

 

会 社 名  株 式 会 社 ヴ ィ ッ ツ 

代表者名  代表取締役社長  服 部 博 行 

  （コード：4440 東証スタンダード） 

問合せ先  取 締 役  脇 田 周 爾 

  （TEL 052-957-3331） 

 

連結業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2024年７月12日に公表いたしました2024年８月期（2023年９月１日～2024年８月31日）の連結業績予想と

本日公表の実績に差異が生じましたので、下記のとおり、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．2024 年８月期（2023年９月１日～2024 年８月 31 日）の連結業績予想と実績との差異 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親 会 社 株 主 に 

帰 属 す る 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

3,400 

百万円 

210 

百万円 

270 

百万円 

170 

円 銭 

41.70 

実 績 （ Ｂ ） 
 

3,477 

 

281 

 

347 

 

275 

 

67.71 

増 減 額（Ｂ－Ａ） 
 

77 

 

71 

 

77 

 

105 
 

増 減 率（ ％ ） 
 

2.3 

 

34.2 

 

28.7 

 

61.8 
 

（参考）前期連結実績 

（ 2 0 2 3 年８月期） 

 

2,501 

 

187 

 

224 

 

133 

 

32.46 

 

２．差異の理由 

① 営業利益 

好調な市場環境等により売上高が前回予想より 77 百万円上振れしたことに加え、提供するサービスの

付加価値に見合った受注価額の見直し、高利益率案件の増加等により第４四半期会計期間の売上総利益

率が向上し、売上総利益額は前回予想を上回りました。また、見込んでいた採用コストや管理部門に係

る一部の外注費の発生が翌期にずれ込んだ影響等により、販管費は前回予想を下回りました。これらの

結果、営業利益は前回予想の 210百万円から 71百万円増加し、281百万円の実績となりました。 

 

② 経常利益 

営業利益の増加に加え、研究事業に係る補助金収入が見込みよりも増加した影響等により、営業外収

益が前回予想を上回りました。これらの結果、経常利益は前回予想の 270百万円から 77百万円増加し、

347百万円の実績となりました。 
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③ 親会社株主に帰属する当期純利益 

経常利益の増加に加え、前回予想時に見込んでいなかった関係会社株式売却益（特別利益）が発生し

た他、賃上げ促進税制による税額控除及び評価性引当額の減少に伴う繰延税金資産の計上等により法人

税等の負担率が前回予想時よりも大きく低下いたしました。これらの結果、親会社株主に帰属する当期

純利益は前回予想の 170百万円から 105 百万円増加し、275百万円の実績となりました。 

 

以 上 


